
様式第二号の十三(第八条の十七の二関係)
(第１面)

	特別管理産業廃棄物処理計画書
令和２年　６月１５日
宮崎市長　殿
提出者
住所　宮崎市橘通東４丁目２０番１０号
氏名　株式会社あおしま産業

代表取締役　青島　一郎
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号　０９８５－２１－１７６３
廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の２第１０項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

	事業場の名称
	
株式会社あおしま産業清武営業所

	事業場の所在地
	
宮崎市清武町今泉甲４２００番地

	計画期間
	令和２年４月１日～令和３年３月３１日

	当該事業場において現に行っている事業に関する事項

	
	①事業の種類
	
電気機械器具製造業

	
	②事業の規模
	製造品出荷額（前年度実績）
150,000,000円

	
	③従業員数
	２０名

	
	④特別管理産業廃棄物の一連の処理の工程
	・廃油→中間処理委託→再資源化委託(燃料)

・廃酸→中間処理(中和)→再資源化委託

・廃アルカリ→中間処理(焼却)→最終処分委託(埋立)

・汚泥→中間処理(焼却)→最終処分委託(埋立)
・感染性廃棄物→中間処理委託(焼却)→最終処分委託(埋立)


(日本工業規格　Ａ列４番)

(第２面)

	特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

	
	（管理体制図）







	特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

	
	

①現状
	【前年度（令和元年度）実績】　（下記に記載又は別紙のとおり）

	
	
	特別管理産業廃棄物の種類
	廃油
	廃酸
	・・・

	
	
	排　出　量
	３０ｔ
	２０ｔ
	・・・
	

	
	
	（これまでに実施した取組）

・できるだけ現場への○○の持込みを抑え総量の抑制に努めた。

・排出抑制の取組として○○○のようなことを職員に周知し実践した。

	
	②計画
	【目標】　（下記に記載又は別紙のとおり）

	
	
	特別管理産業廃棄物の種類
	廃油
	廃酸
	・・・

	
	
	排　出　量
	２５ｔ
	１５ｔ
	・・・

	
	
	（今後実施する予定の取組）

・現場への○○の持込みを抑え総量の抑制を○○ｔと目標を設定する。


	特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

	
	①現状
	（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
廃油、廃酸などは液体用のポリ容器、コンテナを各品目ごとに準備し、混入しないような措置を講じた。

	
	②計画
	（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

前年同様に分別を行うとともに、分別不良や保管状況が悪いものなど分別が徹底されていない箇所には分別指導員を配置し改善に努める。


（第３面）

	自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

	
	
	【前年度（令和元年度）実績】　（下記に記載又は別紙のとおり）

	
	
	特別管理産業廃棄物の種類
	
	
	

	
	
	自ら再生利用を行った
特別管理産業廃棄物の量
	
	
	

	
	
	（これまでに実施した取組）

該当なし

	
	②計画
	【目標】　（下記に記載又は別紙のとおり）

	
	
	特別管理産業廃棄物の種類
	
	
	

	
	
	自ら再生利用を行う
特別管理産業廃棄物の量
	
	
	

	
	
	（今後実施する予定の取組）

該当なし

	自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

	
	
	【前年度（令和元年度）実績】　（下記に記載又は別紙のとおり）

	
	
	特別管理産業廃棄物の種類
	廃アルカリ
	汚泥
	・・・

	
	
	自ら熱回収を行った
特別管理産業廃棄物の量
	０．３ｔ
	０ｔ
	・・・

	
	
	自ら中間処理により減量した
特別管理産業廃棄物の量
	６ｔ
	５ｔ
	・・・

	
	
	（これまでに実施した取組）

・汚泥は、中間処理（焼却）により減量を図った。
・廃アルカリは、中間処理（焼却）により減量を行った。そのうち、○tは熱エネルギーを回収し○○に利用した。

	
	②計画
	【目標】　（下記に記載又は別紙のとおり）

	
	
	特別管理産業廃棄物の種類
	廃アルカリ
	汚泥
	・・・

	
	
	自ら熱回収を行う
特別管理産業廃棄物の量
	０．３ｔ
	０ｔ
	・・・

	
	
	自ら中間処理により減量する
特別管理産業廃棄物の量
	８ｔ
	８ｔ
	・・・

	
	
	（今後実施する予定の取組）

・廃アルカリ、汚泥ともに前年同様の中間処理を行う。

・中間処理により減量する目標値を前年比○○ｔ（又は○％）とする。


（第４面）

	自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

	
	
	【前年度（令和元年度）実績】　（下記に記載又は別紙のとおり）

	
	
	特別管理産業廃棄物の種類
	
	

	
	
	自ら埋立処分を行った
特別管理産業廃棄物の量
	
	

	
	
	（これまでに実施した取組）

該当なし

	
	②計画
	【目標】　（下記に記載又は別紙のとおり）

	
	
	特別管理産業廃棄物の種類
	
	

	
	
	自ら埋立処分を行う
特別管理産業廃棄物の量
	
	

	
	
	（今後実施する予定の取組）

該当なし

	特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

	
	
	【前年度（令和元年度）実績】　（下記に記載又は別紙のとおり）

	
	
	特別管理産業廃棄物の種類
	感染性廃棄物
	廃酸
	・・・

	
	
	全処理委託量
	８０ｔ
	８ｔ
	・・・

	
	
	
	優良認定処理業者への
処理委託量
	３０ｔ
	０ｔ
	・・・

	
	
	
	再生利用業者への
処理委託量
	０ｔ
	８ｔ
	・・・

	
	
	
	認定熱回収業者への処理委託量
	３０ｔ
	０ｔ
	・・・

	
	
	
	認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量
	１０ｔ
	０ｔ
	・・・

	
	
	（これまでに実施した取組）

・感染性廃棄物は、焼却処理及び埋立処理を委託した。

・廃酸は、一部再生利用業者へ処理委託し○○として再資源化を図った。


（第５面）

	
	
	【目標】　（下記に記載又は別紙のとおり）

	
	
	特別管理産業廃棄物の種類
	感染性廃棄物
	廃酸
	・・・

	
	
	全処理委託量
	８０ｔ
	８ｔ
	・・・

	
	
	
	優良認定処理業者への
処理委託量
	４０ｔ
	０ｔ
	・・・

	
	
	
	再生利用業者への
処理委託量
	０ｔ
	８ｔ
	・・・

	
	
	
	認定熱回収業者への処理委託量
	４０ｔ
	０ｔ
	・・・

	
	
	
	認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量
	２０ｔ
	０ｔ
	・・・

	
	
	（今後実施する予定の取組）

・感染性廃棄物は、焼却処理及び埋立処理を委託する。熱回収の割合を増加させる。

・廃酸は、一部再生利用業者へ処理委託し○○として再資源化を図る。

	電子情報処理組織の使用に関する事項
	【前年度（令和元年度）実績】　（下記に記載又は別紙のとおり）

	
	特別管理産業廃棄物排出量

(ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ廃棄物を除く。)
	１５５ｔ

	
	（今後実施する予定の取組等）

電子マニフェストについて、令和元年１０月から既に導入し継続使用する。

	※事務処理欄
	


＜記入例＞





宮崎市内の事業場を記載





上記事業場の所在地を記載





日本標準産業分類の区分（中分類）を記入





第６面の備考３（２）を参照のこと





Ａ現場(現場責任者)





Ｂ現場(現場責任者)





廃棄物担当者





代表取締役





Ｃ現場(現場責任者)





特別管理産業廃棄物の種類と排出量の欄


は別紙＝処理計画書集計表


のとおりとして構いません。





ただし、取組の欄は当該欄又は別紙に全種類について記載してください。





以下同じ





①現状





実績報告書第2面②＋⑧の数値となります





実績報告書第2面⑤の数値となります





①現状





実績報告書第2面⑦の数値となります





①現状





実績報告書第2面⑨の数値となります





①現状





各項目は、実績報告書第2面の


各番号の数値と


なります








⑩








⑪








⑫








⑬








⑭





②計画








